
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【
ご
遺
志
】 

 

 
 
（
令
和
５
年
１
月
〜
12
月
） 

寺
島
 
長
治
様
（
故
庄
二
様
）
上
原 

佐
藤
 
利
夫
様
（
故
ト
シ
様
）
藤
橋 

大
橋
 
堅
一
様
（
故
信
夫
様
）
原 

山
本
 
孝
浩
様（
故
浩
幸
様
）入
ノ
内 

澁
谷
 
守
之
様
（
故
和
子
様
）
上
原 

中
島
 
智
全
様（
故
登
津
子
様
）上
原 

八
巻
慎
一
郎
様
（
故
義
一
様
）
上
原 

鈴
木
 
徹
 
様（
故
大
友
寛
様
）上
原 

大
橋
 
芳
子
様
（
故
倉
吉
様
）
東
前 

藤
島
 
一
也
様（
故
ア
キ
子
様
）鈴
竹 

  お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
ご
遺
志

は
地
域
福
祉
向
上
の
た
め
大
切
に
使

わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

堰
本
地
区
社
会
福
祉
協
議
会 

会
長
 
橘
内
 
 
武 

    

 

人と地域を育む愛宕の里 せきもと 
令和６年新春号 （第１９号） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第
22
回 

堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

 
１
月
12
日
、
堰
本
地
区
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
担
う
方
々
が
出
席
し
、
第

22
回
堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
渋
谷
基
昌
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
堰
本
小
学
校
・
高
見
良
典
校

長
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、堰
本
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
堀
江
準
二
会
長
の
祝
杯
で
祝
宴
が
催
さ
れ
、
思

い
思
い
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

第
22
回 

堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
を
開
催 

 

 
１
月
12
日
、
堰
本
地
区
交
流
館
に
お
い
て
堰
本
地

区
の
そ
れ
ぞ
れ
の
役
職
を
担
う
方
々
が
出
席
し
、
第

22
回
堰
本
地
区
賀
詞
交
歓
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会
・
渋
谷
基
昌
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
の
堰
本
小
学
校
・
高
見
良
典
校

長
様
か
ら
あ
い
さ
つ
が
さ
れ
、堰
本
地
区
社
会
福
祉
協

議
会
・
堀
江
準
二
会
長
の
祝
杯
で
祝
宴
が
催
さ
れ
、
思

い
思
い
の
交
流
が
さ
れ
ま
し
た
。 

 

 

 

編
集
後
記 

 

元
日
に
能
登
半
島
地
震
、

２
日
に
は
羽
田
空
港
で
飛
行

機
事
故
と
年
明
け
早
々
大
き

な
災
害
、
事
故
が
お
き
ま
し

た
。 能

登
半
島
地
震
は
、
13
年

前
の
東
日
本
大
震
災
を
彷
彿

さ
せ
ま
し
た
。改
め
て
、被
災

者
の
避
難
体
制
や
被
災
地
の

復
旧
復
興
、
全
国
か
ら
の
支

援
体
制
を
、
考
え
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。 

被
災
地
の
方
々
に
御
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
昨
年
は
「
ア
レ
」
が
流
行

語
大
賞
に
な
り
ま
し
た
。
優

勝
の
高
み
を
め
ざ
す
希
望

に
満
ち
た
年
に
な
る
よ
う

に
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。 

 
新
春
号
の
表
紙
は
、
秋
の

文
化
祭
で
子
ど
も
さ
ん
連

れ
て
来
場
さ
れ
た
方
を
掲

載
し
ま
し
た
。 

■
ご
冥
福
を
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す 

  

お
寺
さ
ん
コ
ラ
ム
で

何
度
か
寄
稿
い
た
だ
き

ま
し
た
慈
恩
寺
住
職
の

中
島
智
全
さ
ん
が
、
12

月
27
日
急
逝
さ
れ
ま
し

た
。
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。 

活 

動 

報 

告 

発行：せきもとさとづくり推進協議会 

  

「
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
」
を 

い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
と
合
同
で 

 

晴
天
の
11
月
16
日
、伊
達
市
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
に
て

14
人
の
参
加
者
で
、
い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ
と
合
同
学
習

と
し
て
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
４
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
、
大

会
形
式
で
「
会
長
杯
」
を
行
い
ま
し
た
。
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
は
指
導
員
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、

今
回
は
３
人
の
指
導
員
の
指
導
の
も
と
、「
せ
き
れ
い
」

コ
ー
ス
と
「
も
も
」
コ
ー
ス
で
競
技
を
行
い
ま
し
た
。

結
果
は
、
１
位
・
佐
藤
ク
ニ
イ
さ
ん
、
２
位
・
幕
田
マ

サ
イ
さ
ん
、
３
位
・
小
賀
坂
武
さ
ん
で
し
た
。 

秋
を
満
喫
し
な
が
ら
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
を
楽
し
み
ま
し

た
。 

    
 

    お
正
月
生
花
学
習 

 

12
月
26
日
、「
正
月
用
生
花
」を
フ
ラ
ワ
ー
シ
ョ
ッ

プ
花
子
店
主
・
遠
藤
氏
を
講
師
に
交
流
館
調
理
室
で
行 

 

女
性
セ
ミ
ナ
ー 

 

  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

生
涯
学
習
部
会
か
ら
お
知
ら
せ 

 「
ピ
ア
ノ
＆
歌
声 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
」 

 
２
月
16
日
（
金
）
13
時
30
分 

 
堰
本
地
区
交
流
館
 
大
研
修
室 

 
ピ
ア
ニ
ス
ト
 
八
巻
和
也
 
さ
ん 

 
 
（
梁
川
町
出
身
・
第
18
回
ア
ジ

ア
国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
３
位
受
賞
） 

 地
区
の
皆
さ
ん
、
聴
き
に
き
て
ね
〜 

  

い
き
い
き
カ
レ
ッ
ジ 

室
内
で
の
ゲ
ー
ム
体
験 

 
12
月
12
日
、大
研
修
室
で
、室
内
で
で
き
る

２
種
類
の「
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
・
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ

ー
ゲ
ー
ム
」
を
11
人
参
加
で
体
験
し
ま
し
た
。 

講
師
は
梁
川
レ
ク
ク
ラ
ブ
事
務
局
長
の
中
木

雅
彦
さ
ん
に
お
願
い
し
、
丁
寧
に
指
導
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。 

ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
は
、
ペ
タ
ン
ク
に
似
た
ゲ

ー
ム
、
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
ゲ
ー
ム
は
紐
の
両
端

に
つ
い
た
ボ
ー
ル
を
梯
状
の
ポ
ー
ル
に
引
っ
掛

け
る
ゲ
ー
ム
で
、
初
め
て
の
ゲ
ー
ム
に
慣
れ
る

ま
で
大
変
で
し
た
。慣
れ
て
く
る
と
、床
に
バ
ウ

ン
ド
さ
せ
て
高
得
点
を
ね
ら
っ
た
り
と
、
な
か

な
か
の
テ
ク
ニ
シ
ャ
ン
も
い
て
、
会
場
は
大
盛

り
上
が
り
で
し
た
。 

冬
場
の
運
動
不
足
解
消
に
最
適
の
ゲ
ー
ム
体

験
を
し
ま
し
た
。 

          い
、
10
人
が
参
加
し
ま
し
た
。 

松
・
竹
・
蝋
梅
・
菊
・
百
合
・
猫
柳
な
ど
た

く
さ
ん
の
花
材
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
い
け
て
、

新
年
を
迎
え
る
準
備
が
で
き
ま
し
た
。 

  
 



 

堰
本
郷
土
史 

研
究
会
会
長 

 

吉
田
勝
重 

 

!
町
通
町
内
会
& 

 

今
か
ら
６
９
０
年
前
。
伊
達
市
霊
山

町
の
山
中
に
あ
っ
た
。
南
北
朝
時
代
、

後
醍
醐
天
皇
へ
の
忠
義
を
尽
く
し
て
敗

れ
去
っ
た
北
畠
顕
家
が
拠
点
と
し
た

「
霊
山
城
」
現
在
は
山
頂
付
近
に
あ
る

平
場
や
建
物
の
礎
石
跡
な
ど
が
当
時
の

面
影
を
残
し
て
い
る
。 

 
伊
達
市
と
相
馬
市
の
境
に
あ
る
標
高

８
２
５
メ
ー
ト
ル
の
岩
山
に
は
、
か
つ

て
城
と
と
も
に
３
６
０
０
人
も
の
僧
侶

を
抱
え
る「
霊
山
寺
」が
あ
り
、東
北
山

岳
仏
教
の
聖
地
で
あ
っ
た
。 

こ
の
「
霊
山
城
」
を
守
る
た
め
我
堰
本

地
区
が
大
き
く
関
わ
る
。
そ
の
た
め
に

城
が
多
く
あ
り
、細
谷
の
大
館
山
の
館
、

そ
し
て
細
谷
鎌
舘
の
細
谷
城
、
新
田
の

新
田
城
、
新
田
東
前
の
蓮
沼
城
、
大
関

の
大
門
城
、
鹿
頭
山
に
あ
っ
た
と
思
わ

れ
て
い
た
関
波
城
は
、
大
関
中
ノ
内
の

古
屋
敷
跡
と
言
わ
れ
て
い
る
場
所
で
は

な
い
か
と
の
説
も
浮
上
さ
れ
て
き
た
。 

堰
本
郷
土
史
研
究
会
会
員
で
あ
り
、

地
区
の
歴
史
に
つ
い
て
深
く
研
究
さ
れ

て
い
る
大
関
鹿
ノ
子
の
菅
野
源
太
郎
さ 

   
 

 

●
秋
の
花
い
っ
ぱ
い
運
動
 

花
苗
植
栽
を
実
施
  

 

11
月
19
日
、
堰
本
小
学
校
西

側
道
路
際
、
大
関
の
県
道
旧
入
り

口
、
新
田
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
な

ど
の
花
壇
に
ビ
オ
ラ
・
パ
ン
ジ
ー

の
花
苗
を
植
え
付
け
し
ま
し
た
。

秋
の
植
栽
も
地
域
振
興
部
会
を
中

心
に
、
里
づ
く
り
女
性
委
員
会
役

員
に
も
お
願
い
し
、
地
区
内
３
箇

所
で
そ
れ
ぞ
れ
作
業
に
か
か
り
ま

し
た
。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   

 
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

ん
が
、
関
波
城
の
跡
地
と
見
ら
れ
る
場

所
だ
と
確
信
さ
れ
た
。
場
所
は
大
関
中

ノ
内
の
山
の
神
で「
熊
野
神
社
」が
祀
ら

れ
て
い
る
所
だ
。
城
主
は
朝
廷
か
ら
派

遣
さ
れ
た
役
人
、「
大
和
田
民
部
友
宗
」

で
あ
る
。山
の
神
に
あ
っ
た
、関
波
城
よ

り
食
事
を
用
意
し
て
鹿
頭
館
に
運
ん
だ

も
の
と
推
察
さ
れ
る
。 

 
長
い
年
月
を
経
て
、
地
域
に
根
ざ
し

た
文
化
遺
産
を
残
し
て
く
れ
た
先
人
達

に
感
謝
し
、
大
切
に
守
っ
て
い
く
努
め

が
あ
る
と
思
う
。そ
し
て
、ロ
マ
ン
が
あ

る
。堰
本
の
歴
史
に
つ
い
て
、一
層
深
め

て
い
き
た
い
と
思
う
。 

 

堰
本
郷
土
史
研
究
会
事
業
報
告 

○
令
和
５
年
度
研
修
旅
行 

 
実
施
日
 
10
月
30
日 

行
き
先
 
会
津
若
松
方
面 

○
第
９
回
堰
本
地
区
文
化
祭
  

開
催
日
 
11
月
25
〜
26
日 

出
品
紹
介
  

澁
谷
守
之
様
所
蔵
（
甲
冑
、
掛
軸
） 

 
 
鈴
木
三
郎
様
遺
作
絵
画 

 
 
菅
野
睦
子
様
遺
作
彫
塑 

 

関
波
城
は
山
の
神
に
あ
っ
た 

 

各
種
団
体
受
賞
者
名
（
敬
称
略
） 

 

 
令
和
５
年
度
中
に
堰
本
地
区
内
で
受
賞

さ
れ
た
方
々
で
す
。 

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
任
務
に
つ
か
れ

て
い
ま
す
。
長
年
の
ご
活
躍
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。 

○
消
防
団
（
消
防
協
会
） 

伊
達
支
部
 
功
績
章
 
菅
野
 
 
伝 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
渡
邉
 
敏
明 

 
 
 
 
 
 
精
勤
章
 
橘
内
 
正
幸
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

○
伊
達
市
青
少
年
育
成
市
民
会
議 

 
青
少
年
育
成
功
労
賞
 
菅
野
 
忠
司 

○
社
会
福
祉
協
議
会 

介
護
者
表
彰
 
 
 
 
大
友
 
勝
利 

 

４
年
ぶ
り 

堰
本
地
区
文
化
祭
を
開
催 

  

11
月
25
日
、
26
日
に
第
９
回
堰
本
地

区
文
化
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
通
常
は
２
年

に
一
度
の
開
催
で
す
が
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大

も
あ
っ
て
、
こ
の
４
年
間
開
催
で
き
ず
、
久

し
ぶ
り
の
文
化
祭
で
し
た
。
前
日
か
ら
役
員

の
方
々
が
準
備
し
、
作
品
を
展
示
し
ま
し

た
。 

 
25
日
は
オ
ー 

プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン 

ト
、
抹
茶
の
接
待 

な
ど
地
域
で
活
動 

さ
れ
て
い
る
方
々 

の
ご
協
力
で
華
や 

か
な
催
し
に
な
り 

ま
し
た
。 

●
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ 

 

せ
き
も
と
さ
と
づ
く
り
推
進
協
議
会 

 

会
長
 
澁
谷
基
昌 

 
 
 
 
 
 
 
  

 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
、
５
月
に
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
５
類
と
な
り
、
４
年
振
り
に
対
面
の

活
動
も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
後
半
は
計
画
ど
お
り
協
議
会
の
活
動
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。 

８
月
に
は
児
童
ク
ラ
ブ
の
子
ど
も
た
ち
、
長
寿
会
、
生
涯
学
習
部
に
よ

る
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
実
施
。
熱
暑
の
中
、
和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し

み
ま
し
た
。 

 
９
月
に
敬
老
会
開
催
。
地
元
（
荒
野
）
出
身
の
歌
手
新
田
晃
也
氏
を
迎

え
、
多
く
の
参
加
を
い
た
だ
き
盛
会
裡
に
終
了
。
10
月
防
災
訓
練
を
実

施
、
県
に
1
台
の
起
震
車
で
、
地
震
体
験
等
、
消
防
署
員
に
よ
る
指
導

で
貴
重
な
経
験
で
し
た
。 

 
11
月
地
区
文
化
祭
開
催
。素
晴
ら
し
い
地
区
民
の
作
品
展
示
や
、堰
小

創
立
１
５
０
周
年
記
念
展
、
郷
土
史
研
究
会
に
よ
る
歴
代
の
絵
師
の
掛
け

軸
、
甲
冑
。
地
区
所
縁
の
故
人
作
品
等
の
展
示
が
あ
り
、
観
る
人
を
楽
し

ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
茶
道
ク
ラ
ブ
に
よ
る
抹
茶
の
接
待
は
、
皆

さ
ん
ゆ
っ
く
り
味
を
堪
能
さ
れ
、
大
好
評
で
し
た
。
来
賓
の
市
長
、
教
育

長
さ
ん
始
め
多
く
の
方
々
が
来
館
さ
れ
、
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
き
、

こ
れ
か
ら
の
活
動
の
糧
と
し
ま
す
。 

 
12
月
生
涯
学
習
部
で
は
、
市
営
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
で
第
１
回
会
長
杯

を
開
催
し
、
多
く
の
参
加
者
で
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
ま
で
飛
出
し
大
盛
会
に

終
了
。
生
涯
学
習
部
は
、
１
回
の
休
講
も
無
く
毎
月
工
夫
し
た
講
座
で
し

た
。
こ
の
よ
う
な
、
事
業
が
実
施
出
来
ま
し
た
こ
と
は
、
多
く
の
皆
さ
ん

と
役
員
関
係
各
位
の
、
大
き
な
協
力
の
賜
物
で
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
地
区
の
皆
さ
ん
始
め
小
学
校
、各
種
団
体
と
よ
り
一
層
連
携
を
密
に
し
、

活
動
に
励
み
、
役
職
員
一
同
ワ
ン
チ
ー
ム
で
、
全
力
疾
走
で
進
み
ま
す
。 

 
今
年
は
辰
年
、
コ
ロ
ナ
の
暗
雲
を
昇
竜
で
突
き
破
り
、
明
る
い
年
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
「
ア
レ
」
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

地域の活動（団体紹介） 

看板２枚は上原の片
平芳枝さんに書いて
いただきました。 
 

 作品は堰本幼稚
園児、堰本小学校
児童の皆さんも
出品いただき、計
232 点が展示さ
れました。 
 

 

須田市長もおいでいただ

き、澁谷家の展示を橘さ

んから説明受けました 

 


